
「地域まんだら」とは、地域の課題や資源、未来に向けて必要なアクションをまとめ

た一枚の絵図です。「地域まんだら」の制作プロセスを通じて、関係者や地域住民らが

立場を超えて、多様な視点から対話・相互理解を深め、地域の状況変化に応じて更新

可能な共有ビジョンを整理していくことができます。

● 地域の課題や可能性について学びたい…

● 仕事や日常の悩みを共有できる仲間が欲しい…

● 地域をよくしたいけど何をすればよいか分からない… 

● 奥会津の未来に関わってみたい…　など

こんな方におすすめ

・奥会津地域の民間事業者・住民・行政職員の皆さま
・奥会津地域に関わりたい個人・団体の皆さま
　※ぜひ３回のワークショップにご参加ください

参加対象

Day１：令和6年7月21日 (日 )　13：30～ 16：30

Day２：令和6年 9月 １日 (日 ) 13：30～ 16：30

Day３：令和6年12月1日 (日 ) 13：30～ 16：30
※各会終了後、希望者で交流する時間を設けます。

日程

制作のプロセス

参加者募集！

地　づくりの道しるべ

地域のこれからを語ろう！
をつかって

募集定員
30名程度

只見川電源流域振興協議会では、地域の未来を共創するため、地域の現状課題の把握や地域

資源を共有し、今後自分たちが目指すべき方向性について議論を深めることを目的とした奥

会津版「地域まんだら」ワークショップ を今年も開催します。

　昨年度、奥会津地域に暮らす人や、関わる人が、地域で起こっていることや、この地域にあ

る資源や可能性について語り合い、「地域まんだら」に落とし込みました。こうした対話の積

み重ねから、一人ひとりが実は心の中に持っている「やってみたい！」を育て、「それいい

ね！」や「一緒にやろう！」につなげていけたらと思っています。

地域づくりに興味・関心のある方、ぜひ参加して仲間と一緒に

奥会津の未来を語り合ってみませんか？

地域の現状把握する

地域の課題 地域の資源

地域の未来を志向する

必要なアクション 必要な資源

無料
参加費

R5年度版奥会津
地域まんだらはこちら



個人情報の取り扱い：ご記入された個人情報等は本事業の実施のみに使用し、回答者本人の同意なくしては第三者に提供することはありません。
本研修会は只見川電源流域振興協議会 奥会津シビックプライド醸成業務の一環で、一般社団法人地域・人材共創機構（受託者）が運営するものです。電源立地地域対策交付金により実施されています。

Day1 場所：シェアベース昭和村　〈大沼郡昭和村大字野尻字元町4488〉

キーノート ワークショップ

● 「奥会津版まんだらver.1」を、じっくり共有します
● 昨年度のまんだらワークショップの学びをダイジェストで
　 共有します。

まんだらに現れている事柄に対して湧き上がる、自分の中の
つぶやきを捉え、地域と自分のつながりをじっくり考え、共有
します。

地域で何かをはじめたり、活動を続けていく時に大切なことは、「もともと、地域や人には“力 ”がある」と信じることかもしれま
せん。色々なハードルを超えていくための視点を共有します。

まんだらの上に、自分の活動や関心を落とし込むとしたら…を
考えて、実際に描きこんでみます。

地域にはたらきかけるエネルギーを充填する

眠れる地域の底力を引き出す

「地域」と「わたし」のつながりを考える

Day3 12/1日

7/21日

コーディネーター

自分たちの地域の未来を、自分たちでデザインしていくとしたら、どんな心構えや働きかけが必要なのか、地域に暮らす一人ひと
りの力に光をあてて考えます。

自分の働きかけが、地域のどんな課題に結びつくかを考え、ほ
かの人や資源との掛け算の可能性を考えます。

Day2 場所：三島町交流センター山びこ　〈大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上418〉9/1日

場所： 季の郷 湯ら里　〈南会津郡只見町大字長浜字上平50〉

● 石井重成　青森大学准教授／奥会津地域共創フェロー
● 高橋朝美　一般社団法人環境パートナーシップ会議／
　　　　　　 一般社団法人地域・人材共創機構フェロー

奥会津版まんだらの絵解き 「わたし」と「まんだら」

キーノート ワークショップ地域の力を信じ切る力 まんだらの上に自分を描きこむ

キーノート ワークショップ自立した地域づくりに向けて まんだらの上で地域とつながる

紫牟田 伸子氏
Future Research Institute 代表取締役／編集家

ゲスト

ゲスト

稲垣 文彦氏
NPO法人ふるさと回帰支援センター副事務局長

長岡技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了（工学
博士）。専門は災害復興、地域づくり、市民協働によるまちづく
り。外部人材を活用した新たな内発的発展論を展開し、地域づ
くりにおける地域住民の主体形成プロセスを研究。国の地域お
こし協力隊・集落支援員制度、関係人口の施策等の普及、人材
育成等に尽力。総務省地域力創造アドバイザー、地域おこし協
力隊サポートデスクスーパーバイザー、地域おこし協力隊アド
バイザー、日本災害復興学会理事等。主な著書として「震災復
興が語る農山村再生地域づくりの本質（2014）コモンズ」等

Day2 ゲスト

稲垣 文彦氏
・NPO法人ふるさと回帰支援センター
   副事務局長

美術出版社、日本デザインセンターを経て、2011年より個人事務
所を設立。「ものごとの編集」を軸に企業や社会・地域に適切に作
用するデザインを目指し、企業や地域の商品開発、ブランディン
グ、コミュニケーション戦略などに携わる。主な著書に『シビックプ
ライド：都市のコミュニケーションをデザインする』『シビックプラ
イド2【国内編】：都市と市民のかかわりをデザインする』（監修・共
著、宣伝会議）『日本のシビックエコノミー―私たちが小さな経済
を生み出す方法』（フィルムアート社）など。

Day3 ゲスト

紫牟田 伸子氏
・Future Research Institute代表取締役

・編集家

QRコードより
お申込みください

只見川電源流域振興協議会
福島県大沼郡金山町大字中川字上居平933番
（奥会津振興センター内）

TEL：0241-42-7125

主催・お問合せ申し込み方法


